
 

 

 

 

 

 

 

  

 今年の第１学年の学年通信名を”seed”と決めたのですが、まずみなさんは”seed”という英単語の

発音や意味を知っていますか？”seed”は「シィード」と発音され、日本語で「種」という意味にな

ります。今日は『なぜ”seed”という学年通信名にしたのか』をみなさんにお伝えしたいと思います。 

 コロナウイルスの影響で、５月になっても楽しみにしていた中学校生活を送ることができていま

せんが、みなさんはきっと「中学校では○○を頑張りたい」、「中学校では〇〇に挑戦したい」と、

たくさんの夢や希望を胸に入学してきたと思います。私も中学校に入学する時に、「野球部に入部

して、レギュラーの座をとる！」と意気込んでいたことを今でも覚えています。 

しかし、みなさんが胸に抱いている夢や希望は、今はまだ形となっておらず、花を咲かせていま

せん。無限の可能性を秘めた「種」は、肥えた土に植えられたばかりです。どんな花も、まずその

「種」が土に植えられ、深く根を張らなければ咲くことはありません。 

 中学校３年間での最初の１年間は、『根を張る→芽を出す→花を咲かせる』の「根を張る」に当

たるとても大切な時期です。今後の中学校生活の全ての基盤となる１年間です。そこで、この１年

間でたくさんの「種」が植えられ、「暗い土の中でも明るい将来を信じて諦めず、どんな強い嵐が

来ようとも動じないように深く根を張る１年にしてほしい」と

いう意味を込めて”seed”という通信名にしました。３年後の卒業

式で、根を深く張った美しい花が咲き誇るお花畑を見ることが

楽しみです♪しかし、全ては「種」を植え、諦めずに根を深く張

ることから始まります。先生たちもみなさんの「種」を見付け、

水やりのお手伝いをしていきます！ 

 

 

 

代々木中学校のホームページ上で宿題を配信し始めてから、約１ヶ月が経とうとしていますが、

学習への取り組み方はどうでしょうか？タブレットが配布され、先週からスタディサプリを使った

課題が多くなっていますが、スタディサプリ上の学習時間を見ると、大きな差が見られます。３時

間近く取り組んでいる生徒もいれば、まったく取り組んでいない生徒もたくさんいます。 

 このような学習時間の差を見ると、授業が始まったときの学力差がとても心配です。学校が再開

されてからの授業は、これまでに配信された課題の内容を基に進んでいきます。一からもう一度丁

寧に教える時間はありません。課題の内容が理解できていなければ、今後の授業は大変です。今後

の学習を左右するといっても過言ではない大切な時期を、今の学習の仕方で大丈夫ですか？１日３

時間は学習時間を確保し、これから始まる授業の準備をしましょう。 
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学年通信 Seedに込められた意味とは！？ 

いつやるのか？今しかないでしょ！ 


